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        No. 2532
2020 年 11 月 2 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

臨
時
国
会
開
会
（
26

日
）。「
菅
首
相
の
所
信
表

明
演
説
は
日
本
学
術
会
議

人
事
介
入
問
題
で
国
民
の

疑
問
や
説
明
す
べ
き
問
題

に
は
触
れ
ず
逃
げ
て
い

た
」「
２
０
５
０
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ

を
宣
言
し
た
が
、
そ
の
た

め
原
発
推
進
す
る
と
し
た

ら
と
ん
で
も
な
い
」「
辺
野

核兵器禁止条約
   1 月 22 日発効

ホンジュラス批准　50 カ国到達

　　　　「歴史的な日」

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
の

確
定
を
心
か
ら
歓
迎
す
る

         

２
０
２
０
年
10
月
25
日
　
日
本
共
産
党
委
員
長
　
志
位
和
夫

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、

核
兵
器
の
開
発
、実
験
、生

産
、
保
有
か
ら
使
用
と
威

嚇
に
い
た
る
ま
で
全
面
的

に
禁
止
し
て
違
法
化
し
て

い
る
。日
本
共
産
党
は
、核

兵
器
廃
絶
を
訴
え
行
動
し

て
き
た
党
と
し
て
、
心
か

ら
歓
迎
す
る
。

　

こ
の
到
達
は
、
核
兵
器

固
執
勢
力
、
な
か
で
も
米

ロ
英
仏
中
の
核
保
有
五
大

国
の
敵
対
・
妨
害
を
乗
り

越
え
、
築
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

発
効
す
る
禁
止
条
約
は
、

核
保
有
国
を
い
っ
そ
う
政

治
的
・
道
義
的
に
包
囲
し
、

追
い
つ
め
る
も
の
と
な
り
、

核
兵
器
廃
絶
へ
向
け
た
動

き
に
弾
み
を
つ
け
る
画
期

的
な
貢
献
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

来
年
に
予
定
さ
れ
る
核

不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
に
お
い
て
、

核
兵
器
禁
止
条
約
と
い
う

新
た
な
国
際
規
範
を
力
に
、

核
保
有
国
に
対
し
て
、「
核

軍
備
縮
小
・
撤
廃
の
た
め

に
誠
実
に
交
渉
を
行
う
」

義
務
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
６
条
）

と
自
ら
が
世
界
に
約
束
し

た「
核
兵
器
の
完
全
廃
絶
」

（
２
０
０
０
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
）
の
実
行
を
迫

国
防
相
、
外
相
経
験
者
の

共
同
書
簡
（
９
月
21
日
）

は
、
核
兵
器
が
安
全
保
障

を
強
化
す
る
と
い
う
考
え

は
危
険
で
誤
り
だ
と
強
調

し
、
禁
止
条
約
が
世
界
の

多
数
派
に
支
持
さ
れ
る

「
希
望
の
光
」で
あ
る
と
述

べ
、
そ
れ
へ
の
参
加
を
各

国
指
導
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

日
本
政
府
は
従
来
の
態

度
を
あ
ら
た
め
、
す
み
や

か
に
条
約
を
署
名
し
批
准

す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
共

産
党
は
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
を
発
展
さ
せ
、
条
約

に
参
加
で
き
る
新
し
い
政

府
を
つ
く
る
た
め
、
全
力

を
つ
く
す
。（
要
旨
）

被爆者５団体と高校生１万人署名活動のメンバーたち
(10 月 25 日、長崎平和祈念像の前で）

る
、
国
際
的
な
世
論
と
運

動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、

い
よ
い
よ
重
要
と
な
っ
て

い
る
。

　

日
本
政
府
が
、
禁
止
条

約
に
背
を
向
け
続
け
て
い

る
こ
と
は
、
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
と
し
て
き
わ
め
て

恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

米
国
と
の
軍
事
同
盟
に
参

加
す
る
20
カ
国
の
元
首
脳
、

　人類史上初めて核兵器を違法化する核兵器禁
止条約の発効が決まりました。中米ホンジュラ
スの批准で条約の発効に必要な 50 カ国に到達
しました。90 日後の来年１月 22 日に発効とな
ります。広島・長崎の被爆者をはじめ世界の市
民と多数の国々の共同の力が、歴史を前に動か
しました。
　同条約の発効で、核兵器は違法なものとなり
ます。米国をはじめとする核兵器国に対し、核
兵器の廃絶を迫る国際法上の確固とした根拠と
なります。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

平和といのちと人権を！ 11・3 大行動
憲法が生きるコロナ後の社会

　　 日時：11 月 3 日（火）13:30 ～
　　 場所：国会議事堂正門前付近
 　　主催：戦争させない・９条壊すな！
　　　　　 総がかり行動実行委員会

　

菅
政
権
が
検
討
し
て
い

る
「
敵
基
地
攻
撃
」
と
は
、

相
手
国
の
領
域
に
ま
で
乗

り
込
ん
で
、
レ
ー
ダ
ー
な

ど
の
防
空
網
を
破
壊
し
、

ミ
サ
イ
ル
基
地
を
し
ら
み

つ
ぶ
し
に
攻
撃
す
る
こ
と

で
す
。

　

自
衛
隊
が
「
敵
基
地
攻

撃
」
能
力
を
も
て
ば
、
安

「
敵
基
地
攻
撃
」
能
力
の
保
有
す
る
な

    
安
保
法
制
と
結
び
つ
き
、
日
本
に

    

戦
火
を
招
く
恐
ろ
し
い
危
険

　

日
本
学
術
会
議
が
推
薦

し
た
会
員
候
補
６
人
が
任

命
さ
れ
な
か
っ
た
問
題
で
、

日
本
自
然
保
護
協
会
と
日

学術会議任命拒否
自然保護団体が抗議声明

　任命拒否の撤回を求める

古
移
設
工
事
を
推
進
す
る

と
強
調
。
沖
縄
県
民
の
民

意
を
無
視
し
て
い
る
」「
自

助
、
共
助
、
公
助
は
順
番

が
逆
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

菅
首
相
の
日
本
学
術
会

議
人
事
介
入
問
題
。「
菅
首

相
は
所
信
表
明
演
説
で
は

沈
黙
し
て
い
た
の
に
、
テ

法
、
撤
回
す
べ
き
』
と
批

判
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
国
内
の
累
積
感
染
者
が

10
万
人
を
超
え
た
」「
東
京

都
が
３
分
の
１
近
く
を
占

め
て
い
る
」「
都
で
は
こ
の

一
週
間
、
病
院
や
老
人
施

設
、
大
学
運
動
部
な
ど
で

数
十
人
規
模
の
ク
ラ
ス

タ
ー
が
複
数
発
生
し
た
」

「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
で

も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し

た
」「
Ａ
Ｎ
Ａ
は
５
１
０

０
億
円
の
減
収
だ
」「
フ
ラ

ン
ス
で
は
毎
日
１
時
間
の

外
出
以
外
は
自
宅
待
機
の

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
30
日
か

ら
全
土
で
始
ま
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

核
兵
器
禁
止
条
約
が
来

年
１
月
22
日
に
発
効
。「
良

か
っ
た
。
う
れ
し
い
」「
あ

と
１
ヵ
国
に
な
っ
た
翌
日

に
50
ヵ
国
に
な
っ
た
」「
被

爆
者
と
市
民
社
会
の
長
年

の
運
動
が
報
わ
れ
た
」「
政

府
に
署
名
・
批
准
を
求
め

る
署
名
が
始
ま
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
ニ
メ
映
画
「
鬼
滅
の

刃
」が
大
ヒ
ッ
ト
。「
公
開

か
ら
10
日
間
の
興
行
収
入

は
１
０
７
億
円
を
超
え
、

観
客
動
員
数
も
７
９
８
万

人
を
突
破
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。「
パ
・
リ
ー

グ
は
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
３

年
ぶ
り
、
セ
・
リ
ー
グ
は

巨
人
が
優
勝
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
東
京
で
は
晴
れ
が
続

い
て
い
る
」「
朝
晩
は
寒

い
」

保
法
制
に
よ
る
集
団
的
自

衛
権
の
発
動
と
し
て
の

「
敵
基
地
攻
撃
」の
危
険
が

生
じ
ま
す
。
す
な
わ
ち
日

本
が
攻
撃
を
受
け
て
い
な

い
の
に
、
同
盟
国
の
米
国

を
守
る
た
め
と
し
て
、
他

国
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
可

能
。「
日
本
を
守
る
」ど
こ

ろ
か
、
相
手
国
に
よ
る
反

撃
を
呼
び
お
こ
し
、
日
本

に
戦
火
を
呼
び
込
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
は
明
白
な
憲
法
違
反
で

す
。
直
ち
に
検
討
は
中
止

す
る
こ
と
、
安
保
法
制
を

廃
止
す
る
こ
と
が
国
民
の

安
全
の
た
め
に
必
要
で
す
。

強まる貧困
年収 200 万円以下 1200 万人

　　　統計史上最多

　

国
税
庁
が
発
表
し
た

「
民
間
給
与
実
態
統
計
調

査
」に
よ
る
と
、２
０
１
９

年
に
年
間
を
通
じ
て
勤
務

し
て
も
、
年
収
が
２
０
０

万
円
以
下
に
と
ど
ま
る
給

与
所
得
者
が
１
２
０
０
万

人
と
調
査
開
始
以
来
最
多

と
な
り
ま
し
た
（
図
）。

　

平
均
賃
金
は

正
規
雇
用
が

５
０
３
万
円
で

前
年
比
１
０
０

０
円
の
減
少
に

と
ど
ま
る
の
に

対
し
、
非
正
規

雇
用
は
１
７
５

万
円
で
前
年
に

比
べ
４
万
４
０

０
０
円
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

　

賃
金
の
低
い
非
正
規
や

中
小
企
業
で
の
賃
金
下
落

が
目
立
ち
ま
す
。

本
野
鳥
の
会
、
世
界
自
然

保
護
基
金（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）ジ
ャ

パ
ン
の
３
団
体
が
10
月
13

日
、
自
然
保
護
の
観
点
か

ら
連
名
で
抗
議
声
明
を
出

し
ま
し
た
。

　

声
明
で
は
学
術
会
議
を

「
科
学
で
社
会
を
支
え
る

支
柱
的
存
在
を
担
っ
て
き

た
」
と
評
価
。
学
術
会
議

が
気
候
変
動
や
災
害
対
策

な
ど
の
環
境
分
野
で
も
提

言
を
重
ね
、「
科
学
的
根
拠

を
元
に
活
動
す
る
自
然
保

護
団
体
に
理
論
的
な
よ
り

ど
こ
ろ
を
示
し
て
き
た
」

と
指
摘
。「
政
治
介
入
し
た

こ
と
は
、
日
本
の
健
全
な

自
然
保
護
の
推
進
の
観
点

か
ら
も
見
過
ご
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
」
と
し
て
任

命
拒
否
の
撤
回
を
求
め
て

い
ま
す
。

レ
ビ
番
組
で
は
勝
手
な
基

準
を
持
ち
出
し
て
任
命
拒

否
を
正
当
化
し
て
い
る
」

「
そ
の
基
準
も
、地
方
大
学

が
少
な
い
と
か
、
多
様
性

な
ど
と
い
う
が
、
事
実
に

反
し
て
い
る
」「
23
日
、任

命
拒
否
さ
れ
た
６
氏
が
そ

ろ
っ
て
会
見
し
、『
違
憲
違


